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木造の耐震補強について

2023年2月27日（月）

日本木造住宅耐震補強事業者協同組合



［正式名称］日本木造住宅耐震補強事業者協同組合

［発 足］平成10年8月1日

（大臣認定：平成11年3月3日）

［組合員数］約1,000社

［認可・登録］国土交通大臣認可法人

国土交通省住宅リフォーム事業者団体制度登録

［耐震診断実績］約175,000棟

［主 旨］震災の悲劇を繰り返さない
（地震の発生で自宅が倒壊し、家族が殺される悲劇をなくす）

木耐協とは
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地震災害から国民の生命と財産を守るため、

「安全で安心できる家づくり・まちづくり」に

取り組み、耐震社会の実現を目指す
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基本理念



阪神・淡路大震災 被害状況

出典：阪神・淡路大震災について（確定報）（平成18年5月19日消防庁）」より

住家被害

全壊
104,906棟

（186,175世帯）

半壊
144,274棟

（274,181世帯）

一部破壊 390,506棟

計 639,686棟

人的被害

死者 6,434名

行方不明者 3名

負傷者

重傷 10,683名

軽傷 33,109名

計 43,792名 写真提供：神戸市

［発生日時］1995年（平成7年） 1月17日 午前5時46分
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耐震診断・補強に関する相談窓口

耐震診断の実施

オンラインセミナーでの啓発活動

ホームページや冊子などでの情報発信
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消
費
者

耐震診断・補強の技術研修

耐震技術認定者講習会／資格

耐震事業のノウハウ・ツール提供

リフォームに関するセミナー開催

会報誌・メール等での情報提供

事
業
者

活動について



2016年3月 ジャパンレジリエンスアワード（強靭化大賞）

金賞（企業・産業部門）

2018年3月 ジャパンレジリエンスアワード（強靭化大賞）

会長賞

2018年10月 第30回住生活月間 功労者表彰

国土交通大臣表彰

2019年12月 木耐協SDGｓ宣言

81-00プロジェクトスタート

受賞歴・プロジェクト
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木 耐 協 は 、 2 0 1 5 年 3 月 に 国 土 交 通 大 臣 の

リフォーム事業者団体登録の認定を受けました。

健全なリフォーム市場を形成し、安全・安心な

生活環境を創るため、耐震化を推進しています。

住宅リフォーム事業者団体登録制度
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住宅リフォーム事業者団体登録制度
ホームページ→
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●耐震技術認定者講習会

・2021年8月～

組合員向けeラーニングスタート

・1998年の組合設立以来、毎年10回以

上の講習会を実施し、のべ15,000人の

耐震診断・改修の専門家を認定

耐震技術認定者資格
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耐震診断マニュアル トークスクリプト

ノウハウ提供

耐震診断
ハンドブック

耐震百科



9

消費者向けオンラインセミナー

３月５日

（土）
13：30～15：30

200人
参加者

４月９日

（土）
13：30～15：30

150人
参加者

９月３日

（土）
13：30～15：30

130人

参加者

10月29日
（土）

13：30～15：30

150人

参加者
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日時：2022年6月27日（月）

場所：木耐協東京事務所

愛知県の中学校
3年の男子中学生 12名

中学校修学旅行生の受け入れ



大震災発生と建築基準の変化
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1950年

1981年

2000年

2017年

旧耐震

新耐震
（81-00）

現行耐震



熊本地震 被害状況
［発生日時］ 2016年（平成28年）4月14日・16日

［マグニチュード］ 6.5（14日）／ 7.3（16日）

［死 者］ 50人（直接死）

［住宅被害］ 全壊 8,667棟

半壊 34,719棟

［建築年度別被害状況（木造建築物／全壊）］

～1981/5

旧耐震

1981/6～2000/5

81-00（新耐震）

2000/6～

現行耐震

関連死 223人
2019年4月現在

約３割 約１割 50棟に1棟以上

全壊 ２８．２％ ８．７％ ２．２％
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81-00木造住宅プロジェクト
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81-00木造住宅（新耐震）
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建築年度 年号 戸数 平均評点 建築年度 年号 戸数 平均評点

19 5 0 昭和2 5 8 2 0 .3 8 1 19 8 1 昭和5 6 1,0 2 8 0 .5 0 9

19 5 1 昭和2 6 7 0 0 .4 0 0 19 8 2 昭和5 7 9 7 7 0 .5 3 0

19 5 2 昭和2 7 5 9 0 .4 0 3 19 8 3 昭和5 8 9 0 2 0 .5 3 1

19 5 3 昭和2 8 6 4 0 .3 6 7 19 8 4 昭和5 9 7 10 0 .5 2 5

19 5 4 昭和2 9 3 9 0 .3 7 6 19 8 5 昭和6 0 7 4 9 0 .5 5 0

19 5 5 昭和3 0 8 7 0 .4 0 4 19 8 6 昭和6 1 7 5 0 0 .5 6 8

19 5 6 昭和3 1 6 6 0 .4 5 7 19 8 7 昭和6 2 7 3 4 0 .5 8 5

19 5 7 昭和3 2 9 4 0 .4 2 8 19 8 8 昭和6 3 1,117 0 .5 7 3

19 5 8 昭和3 3 9 3 0 .4 0 2 19 8 9 平成1 6 9 0 0 .6 18

19 5 9 昭和3 4 117 0 .3 9 0 19 9 0 平成2 6 17 0 .6 2 4

19 6 0 昭和3 5 16 9 0 .4 2 8 19 9 1 平成3 5 5 8 0 .6 4 1

19 6 1 昭和3 6 17 2 0 .4 3 1 19 9 2 平成4 6 14 0 .6 6 9

19 6 2 昭和3 7 17 0 0 .4 6 2 19 9 3 平成5 6 3 4 0 .6 8 4

19 6 3 昭和3 8 2 14 0 .3 9 6 19 9 4 平成6 6 5 8 0 .7 11

19 6 4 昭和3 9 2 0 4 0 .4 3 0 19 9 5 平成7 6 6 1 0 .7 3 9

19 6 5 昭和4 0 3 3 8 0 .4 4 0 19 9 6 平成8 5 8 5 0 .7 9 5

19 6 6 昭和4 1 3 0 3 0 .4 3 2 19 9 7 平成9 5 16 0 .8 17

19 6 7 昭和4 2 3 7 4 0 .4 4 0 19 9 8 平成10 4 7 7 0 .8 9 7

19 6 8 昭和4 3 4 4 6 0 .4 3 4 19 9 9 平成11 4 6 2 0 .9 5 9

19 6 9 昭和4 4 4 2 2 0 .4 3 1 2 0 0 0 平成12 2 8 0 1.0 0 7

19 7 0 昭和4 5 6 18 0 .4 4 4 小計 13 7 0 2 0 .6 4 2

19 7 1 昭和4 6 5 7 9 0 .4 5 3

19 7 2 昭和4 7 6 9 3 0 .4 4 5 全体合計 2 6 8 15 0 .5 5 2

19 7 3 昭和4 8 7 6 7 0 .4 4 4

19 7 4 昭和4 9 6 2 9 0 .4 6 5

19 7 5 昭和5 0 8 7 8 0 .4 6 2

19 7 6 昭和5 1 8 9 6 0 .4 8 1

19 7 7 昭和5 2 1,0 0 8 0 .4 8 2

19 7 8 昭和5 3 1,15 3 0 .4 7 0

19 7 9 昭和5 4 1,13 5 0 .4 8 2

19 8 0 昭和5 5 1,15 7 0 .4 9 9

19 8 1 昭和5 6 1,0 2 8 0 .5 0 9

小計 13 113 0 .4 5 8

年代別 耐震性（評点）の推移

・築浅になるほど耐震性が向上
・診断の申込みが多い年代は
昭和52年～昭和58年

※平均評点が低いほど赤色、
高いほど緑色

木耐協調査データ2019.1.16
P5より

旧
耐
震

住
宅

新
耐
震

建築年度 年号 戸数 平均評点 建築年度 年号 戸数 平均評点

19 5 0 昭和2 5 8 2 0 .3 8 1 19 8 1 昭和5 6 1,0 2 8 0 .5 0 9

19 5 1 昭和2 6 7 0 0 .4 0 0 19 8 2 昭和5 7 9 7 7 0 .5 3 0

19 5 2 昭和2 7 5 9 0 .4 0 3 19 8 3 昭和5 8 9 0 2 0 .5 3 1

19 5 3 昭和2 8 6 4 0 .3 6 7 19 8 4 昭和5 9 7 10 0 .5 2 5

19 5 4 昭和2 9 3 9 0 .3 7 6 19 8 5 昭和6 0 7 4 9 0 .5 5 0

19 5 5 昭和3 0 8 7 0 .4 0 4 19 8 6 昭和6 1 7 5 0 0 .5 6 8

19 5 6 昭和3 1 6 6 0 .4 5 7 19 8 7 昭和6 2 7 3 4 0 .5 8 5

19 5 7 昭和3 2 9 4 0 .4 2 8 19 8 8 昭和6 3 1,117 0 .5 7 3

19 5 8 昭和3 3 9 3 0 .4 0 2 19 8 9 平成1 6 9 0 0 .6 18

19 5 9 昭和3 4 117 0 .3 9 0 19 9 0 平成2 6 17 0 .6 2 4

19 6 0 昭和3 5 16 9 0 .4 2 8 19 9 1 平成3 5 5 8 0 .6 4 1

19 6 1 昭和3 6 17 2 0 .4 3 1 19 9 2 平成4 6 14 0 .6 6 9

19 6 2 昭和3 7 17 0 0 .4 6 2 19 9 3 平成5 6 3 4 0 .6 8 4

19 6 3 昭和3 8 2 14 0 .3 9 6 19 9 4 平成6 6 5 8 0 .7 11

19 6 4 昭和3 9 2 0 4 0 .4 3 0 19 9 5 平成7 6 6 1 0 .7 3 9

19 6 5 昭和4 0 3 3 8 0 .4 4 0 19 9 6 平成8 5 8 5 0 .7 9 5

19 6 6 昭和4 1 3 0 3 0 .4 3 2 19 9 7 平成9 5 16 0 .8 17

19 6 7 昭和4 2 3 7 4 0 .4 4 0 19 9 8 平成10 4 7 7 0 .8 9 7

19 6 8 昭和4 3 4 4 6 0 .4 3 4 19 9 9 平成11 4 6 2 0 .9 5 9

19 6 9 昭和4 4 4 2 2 0 .4 3 1 2 0 0 0 平成12 2 8 0 1.0 0 7

19 7 0 昭和4 5 6 18 0 .4 4 4 小計 13 7 0 2 0 .6 4 2

19 7 1 昭和4 6 5 7 9 0 .4 5 3

19 7 2 昭和4 7 6 9 3 0 .4 4 5 全体合計 2 6 8 15 0 .5 5 2

19 7 3 昭和4 8 7 6 7 0 .4 4 4

19 7 4 昭和4 9 6 2 9 0 .4 6 5

19 7 5 昭和5 0 8 7 8 0 .4 6 2

19 7 6 昭和5 1 8 9 6 0 .4 8 1

19 7 7 昭和5 2 1,0 0 8 0 .4 8 2

19 7 8 昭和5 3 1,15 3 0 .4 7 0

19 7 9 昭和5 4 1,13 5 0 .4 8 2

19 8 0 昭和5 5 1,15 7 0 .4 9 9

19 8 1 昭和5 6 1,0 2 8 0 .5 0 9

小計 13 113 0 .4 5 8

81-

00



耐震診断では何を見るのか
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耐震診断でチェックするポイント
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診断時に役立つ道具①

・掲示板
・軍手
・マジックペン
・スケール
（コンベックス）

・デジタルカメラ
・照明器具
・延長コード
・金槌
・釘抜き
・ドライバー
・伸縮棒

（その他）
・ブルーシート
・養生用テープ
・防護用メガネ
・防塵マスク
・不織布キャップ 等
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診断時に役立つ道具②

・デジタル水平器
（レーザー水平器）

・温湿度計
・含水率計
・クラックスケール
・細い針金

・コンクリートテストハン
マー
・金属探知機
・打音検査棒
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現地調査のポイント

・打診、スイッチ・コンセントを外して
内装材の確認をする

20

居室調査 建物外周調査 小屋裏調査 床下調査



現地調査のポイント
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・浴室タイルのクラック
・目地のひび割れ
・漏水チェック

タイルのクラック

（ひび割れ）

居室調査 建物外周調査 小屋裏調査 床下調査



現地調査のポイント
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・瓦のわれ・ずれ
・棟線の下がり
・バルコニー取り付け部分のひび

居室調査 建物外周調査 小屋裏調査 床下調査



現地調査のポイント
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外壁のクラックを確認

居室調査 建物外周調査 小屋裏調査 床下調査



現地調査のポイント
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基礎のクラック

居室調査 建物外周調査 小屋裏調査 床下調査

クラックスケールを使用する



現地調査のポイント
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・筋かいが入っているかどうか確認

・接合金物の状態確認

居室調査 建物外周調査 小屋裏調査 床下調査



現地調査のポイント
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進入口を確保する

畳の下 床下収納 床の間

居室調査 小屋裏調査 床下調査建物外周調査



現地調査のポイント
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・基礎の状況確認

・筋かいの有無
・金物の腐食

・基礎のひび割れ

居室調査 小屋裏調査 床下調査建物外周調査



現地調査のポイント
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• 基礎の鉄筋の有無を調べる

居室調査 小屋裏調査 床下調査建物外周調査



現地調査のポイント
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・含水率計を使用して、木材の水分量を計測

居室調査 小屋裏調査 床下調査建物外周調査



耐震診断結果報告書

30



耐震性は上部構造評点で示される
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耐震補強は何をするのか
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①壁を強くする「壁補強」

・強い壁（耐力壁）の量を増やす
・壁の配置バランスを整える

内壁補強キットの施工例
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②柱と基礎を金物で固定する「接合部の改善」

地震力

・土台から柱が抜ける「ホゾ抜け」現象を防ぐ
・2000年以降「ホールダウン金物」の取付義務

外付けタイプ
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③基礎を強くする／クラック補修

・無筋基礎の場合、有筋基礎を抱き合わせる
・基礎のクラックを埋める補修

基礎の増し打ち工事
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④外壁のひび割れや腐朽・蟻害などの劣化を直す

・診断で見つかった劣化部分を補修する
・特にお風呂や洗面所が集中する家の北側に注意

腐った土台 シロアリ被害 土台の取り替え

補修後外壁のひび割れ
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太陽光パネルを載せた場合の考え方について

（一財）日本建築防災協会
「2012年改訂版 木造住宅の耐震診断と補強方法」の質問・回答集（2019.12.13現在）
https://www.kenchiku-bosai.or.jp/publication/book_qa/



木耐協技術向上委員会資料
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木耐協技術向上委員会資料
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事例：
カラーベスト葺き、外壁モルタル、内壁ボード張りの建物に、200N／㎡の太陽光発電パ

ネルを載せた場合、必要耐力の算定での対象建物は、「軽い」、「重い」または「非常
に重い」のいずれか?

【和歌山県方式】
太陽光発電パネルを載せない場合は、
＝屋根共通仕様+葺き材+外壁+内壁＝440+250+750+200＝1640N／㎡ ⇒軽い建物

太陽光発電パネルを載せた場合は、
＝屋根共通仕様+葺き材+太陽光発電パネル+外壁+内壁
＝440+250+200+750+200＝1840N／㎡ ⇒軽い建物

【横浜市方式】
太陽光発電パネルを載せた場合は、
＝屋根共通仕様+葺き材+太陽光発電パネル＝440+250+200＝890N／㎡ ⇒重い建物


